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指導クラス 教室 化学実験室使用

日 時 平成１５年

指導単元 エネルギー

単元の目標 ① 人間生活とかかわりの深い仕事，熱，電気などに関する現象がエネルギーという共通

概念でとらえられることを理解させる。

② 我々は，日常生活の中で様々なエネルギーを使っており，エネルギーを使用する過程

の中で，エネルギーが変換されていることに気づかせる。

③ 仕事について理解し，知識を身につける。

本時の主題 人が階段を駆け上がる仕事，モーターがおもりを持ち上げる仕事の仕事率を，実験によ

り求める。

本時の目標 ・実験により仕事率を求めることができる 【技能・表現】。

○ヒトと自動車などのエンジンの仕事率と比較することにより，一見関係のない現象が，

仕事，エネルギーの立場から統一的にとらえられることを理解させる 【思考・判断】。

本時の展開

学習項目 教師の働きかけ 学習活動 評価の観点 指導上の留意点過程

・物体を持ち上 ・仕事、仕事率の ・公式の確認を

導 げる仕事，仕事 定義を問う。 する 。 ・仕事率を求めるため

率の求め方 ・階段を駆け上る ・何を測定すれ の測定可能な物理量を

入 仕事の仕事率を求 ば，仕事率が求 挙げることができた

。 【 】める方法を問う。 まるかを考える。 か 思考・判断

・人が階段を駈 簡単に実験の説 ・実験を行う。 ・積極的に実験に取り ・階段を走るの・

展 け上るときの仕 明をする。 組んだか。 で，他の授業に

事率を求める。 関心・意欲・態度 配慮する。【 】

・転倒事故に注

・測定値をもと ・安全を考え，適切に 意させる。

， 。に仕事率を計算 実験 測定ができたか

【 】する。 技能・表現

開 モーターがお 簡単に実験の説 ・実験を行う。 配線について簡・ ・

もりを持ち上げ 明をする。 ・仕事率を求めること 単に説明する

るときの仕事率 ・測定値をもと ができたか。

【 】を求める。 に仕事率を計算 思考・判断

する。

ま ・エンジンの仕 ・飛行機，自動 ・自ら調べようとして ・[ｐｓ]などの

と 事率との比較 車などのエンジ いるか。 単位について軽

め ンの仕事率を、ｲ 関心・意欲・態度 くふれる。【 】

ﾝﾀｰﾈｯﾄのＨＰな ・エンジンなどの機関

どを用いて調べ の仕事率とヒトの仕事

る。 率について比較ができ

たか。

【 】思考・判断
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